
0
1
8
年
は
、
女
性
貨
登

用
の
重
糧
が
よ
り
一
層
増

し
た
年
で
あ
っ
た
。
・
 
6
月
に

は
、
改
定
さ
れ
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ

ン
ス
・
コ
ー
ド
に
、
取
娩
伐
会
の
彬
に

つ
い
て
「
ジ
エ
ン
ダ
ー
や
国
際
性
の
面
を

含
む
1
」
が
明
記
さ
れ
た
。
同
時
に

金
融
庁
が
公
表
し
た
「
投
資
家
と
企
業
の

対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
は
、
「
取
締
役
と

し
て
在
が
選
任
さ
れ
て
い
る
か
」
と
の

一
文
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
近
年
、
上
拠
止

業
で
の
轟
活
躍
の
重
糧
が
企
業
と
投

資
家
の
双
方
で
強
ま
っ
て
い
る
。

国
の
「
第
4
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
」
(
巧
舌
1
定
は
上
鑾

ー
に
占
め
る
喜
割
合
を
「
5
%
(
早

期
)
、
更
に
W
%
を
目
指
す
(
加
年
)
」
こ

と
を
成
果
目
標
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
達

成
す
る
に
は
、
玲
年
7
月
時
点
で
1
7
0

5
人
の
^
^
を
幼
年
に
約
2
 
・
3
倍

の
約
4
0
0
0
人
に
増
や
す
必
要
が
あ

り
、
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。

{
裕
晋
三
高
か
ら
経
環
へ
直
役

員
の
ー
な
登
用
に
つ
い
て
要
請
が
あ

つ
た
玲
年
前
後
か
ら
、
上
魯
業
の
轟

隻
は
徐
々
に
増
加
し
、
五
省
比
率

が
上
昇
し
て
い
る
。
更
に
、
有
価
証
靴

告
書
で
の
男
女
劉
貰
人
数
な
ど
の
開
示

が
義
存
け
ら
れ
た
巧
年
以
降
、
在
役

員
数
の
増
加
ペ
ー
ス
と
喜
貸
比
率
の

上
昇
ペ
ー
ス
が
共
に
大
き
金
大
し
て
い

る
。

た
だ
し
、
上
塁
業
に
お
け
る
女
性
役

員
登
用
の
状
況
は
、
業
種
に
ょ
っ
て
大
き

く
異
な
る
。
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
の

「
五
1
報
サ
イ
ト
」
よ
り
、
衞
証

業
暑
に
記
載
さ
れ
て
い
る
上
巻
業

の
五
貨
数
と
姦
貸
比
率
介
年

4
月
S
那
年
3
'
聳
)
を
業
種
別
に

み
る
と
(
図
)
、
女
性
役
員
数
が
最
も
多

く
、
五
貨
比
率
が
由
晋
高
い
の
は
「
保

険
業
」
で
あ
る
。
「
俊
業
」
は
企
雪
た

り
の
至
貨
数
の
平
椙
が
1
人
を
超

え
て
い
る
唯
一
の
業
種
だ
。
次
い
で
喜

貨
比
率
が
高
い
の
は
、
「
石
油
・
石
墨

口
叩
」
で
あ
り
、
「
金
業
」
「
サ
ー
ビ
ス
業
」

「
水
産
・
農
林
業
」
「
銀
行
業
」
と
続
く
。

俊
や
銀
行
と
同
じ
金
融
セ
ク
タ
ー
で
あ

る
「
証
券
、
商
品
先
物
取
引
業
」
は
寉

貨
比
率
が
低
い
。

「
鉄
鋼
」
「
機
械
」
な
ど
低
く

製
造
業
の
中
で
は
「
食
智
巴
や
「
医

薬
品
」
で
姦
貸
比
率
が
全
業
種
肯

を
上
回
っ
て
い
る
。
一
方
、
「
パ
ル
プ

紙
」
や
「
鉄
鋼
」
「
機
械
」
や
「
金
属
製

口
叩
」
は
か
な
り
低
い
。
'
一
般
に
、
 
S
T
E

M
 
(
羣
、
技
術
、
工
学
、
数
学
の
4
分

野
)
に
か
か
わ
る
業
種
や
鴇
に
お
い
て

貨
に
限
ら
ず
従
事
し
て
い
る
糧
が
少

な
い
。
そ
う
し
た
業
界
で
は
、
糧
の
人

材
の
プ
ー
ル
が
小
さ
い
結
果
喜
貨

比
率
が
低
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。

五
貸
の
欝
は
、
社
内
人
材
と
社

外
人
材
の
バ
ラ
ン
ス
に
お

い
て
も
業
種
問
で
違
い
が

見
ら
れ
る
。
内
閣
府
の
「
女

性
貨
登
用
の
果
決
定

目
標
『
2
0
2
0
年
川
%
』

達
成
に
向
け
て
」
(
Ⅱ
年
2

月
)
に
、
業
種
ご
と
の
女

荘
内
取
締
嘩
取
締

役
・
監
査
役
・
執
行
役
)

と
女
性
社
外
取
締
役
等

取
麺
伐
・
監
査
役
)
の
状

況
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
ょ
る
と
、
「
俊
」
「
空

運
」
「
水
産
」
「
小
売
業
」

「
通
信
」
「
医
薬
口
叩
」
な
ど

は
、
 
1
内
取
締
修

が
い
る
企
業
比
t
喜

峠
取
鏡
奪
が
い
る
企

6

凡

5

岡
9
 
8
 
7

4

3

/

2

i

1

0◆00

0

0

業
比
t
業
種
雪
を
上
回
っ
て
い
る
。

一
万
「
電
力
」
「
石
油
」
「
銀
行
」
「
鉄

道
・
バ
ス
」
「
自
動
車
」
「
輸
送
用
機
器
」

は
1
内
取
娩
黛
が
い
る
企
業
比
率

が
低
い
か
ゼ
ロ
で
あ
り
、
 
1
取
締

猫
が
い
る
企
業
比
率
が
業
種
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
は
外
部

か
ら
女
俳
貨
を
登
用
し
て
い
る
得
が

強
い
。こ

の
よ
う
に
、
業
種
に
ょ
っ
て
喜
役

員
比
率
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
内
部
人
材
.
、

か
外
部
人
材
か
と
い
、
つ
バ
ラ
ン
ス
に
も
違

い
が
見
ら
れ
る
。
だ
が
、
そ
も
そ
も
、
日

枩
業
の
喜
貨
比
率
は
、
主
要
窪

国
に
比
べ
て
極
め
て
低
い
。
経
営
層
の
女

)

め
る
こ
と
、
と
い
つ

た
課
題
が
あ
る
。

当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
課
長
職
以
上
で

あ
る
管
理
職
へ
の
登

用
が
進
ま
な
け
れ

ば
、
内
部
曇
の
女

集
貨
は
増
え
て
い

か
な
い
。
労
働
政
策

研
究
・
研
1
が

M
年
に
実
施
し
た

「
企
業
の
人
材
活
用

と
男
女
正
貧
の
働

き
方
に
関
す
る
調

査
」
に
ょ
る
と
、
総

合
職
正
貧
糧
の

約
6
割
は
課
長
職
以

上
へ
の
捻
を
希
望

し
て
い
る
が
、
糧

は
3
W
に
と
ど
ま

る
。
喜
は
男
性
よ

1
曇
意
欲
が
低

い
と
い
、
蚤
実
が
あ

る
。

0◎0
◆0

1
力・

佑
扮
原

恕
目

-
0

一
◆

(

0

く
低
下
し
て
い
る
と
い
う
(
「
貧
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
の
袈
と
課
題
」
玲
年
)
。
キ
ャ

リ
ア
意
識
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
仕
事
に
対

す
る
理
想
や
願
望
な
ど
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
プ
ロ
セ
ス
に
か
か
わ
る
考
え
方
の
こ
と

で
あ
る
。
一
般
に
、
入
社
し
て
卯
1

の
キ
ャ
リ
ア
初
期
段
階
は
、
男
女
と
も
に

職
業
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
す
る
上
で
必
要
な

知
識
や
経
験
を
禅
す
る
重
要
な
時
期
で

あ
る
。
特
に
荏
は
、
そ
の
段
階
が
群

や
出
産
な
ど
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
検
討
す

る
年
齢
で
も
あ
る
こ
と
が
多
い
。
多
く
の

日
枩
業
は
、
匙
璽
を
早
い
段
階
か

ら
付
け
な
い
よ
う
、
管
理
職
に
つ
い
て
「
遅

い
援
」
と
言
わ
れ
る
慣
行
を
取
っ
て
い

る
た
め
、
管
理
職
へ
裳
さ
れ
る
時
期
が

出
産
や
声
見
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
重
な
る
こ

と
が
多
く
、
を
に
は
霜
に
働
い
て
い

る
可
佐
が
あ
る
。
荏
が
そ
れ
を
乗
り

越
え
る
た
め
に
は
、
ラ
イ
フ
ィ
ベ
ン
ト
や

生
活
面
で
の
負
担
が
重
な
っ
て
い
た
と
し

て
も
、
選
抜
跡
ま
で
霊
意
欲
が
維
持

さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
管
理
職
に
求
め
ら
れ

る
知
識
や
ス
キ
ル
を
糧
よ
り
早
い
時
期

に
培
っ
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
仕
事
の
や

り
が
い
や
達
成
感
、
人
か
ら
認
め
ら
れ
る

経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
る
結
み
が
女

性
に
対
し
意
識
的
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
な
し
に

は
貨
の
儒
と
な
る
喜
は
増
え
よ
う

が
な
い
だ
ろ
う
。

既
述
の
通
り
、
五
貨
の
状
況
は
業

0

0

性
比
率
ど
こ
ろ
か
、
部
長
職
や
課
長
職
に

占
め
る
奪
比
t
い
ま
だ
に
低
い
。
企

業
が
糧
活
雙
進
め
る
た
め
に
は
、
①

採
用
に
占
め
る
女
性
割
合
を
引
き
上
げ
、

働
き
続
け
ら
れ
る
蛋
を
整
え
て
糧
人

材
の
プ
ー
ル
を
拡
大
す
る
こ
と
、
親
貨

や
管
理
職
に
必
要
な
ス
キ
ル
や
知
識
を
培

う
た
め
の
機
会
を
1
員
向
け
に
設
け

る
こ
と
、
 
1
自
ら
の
霊
意
欲
を
高

0

種
問
で
違
い
が
あ
る
が
、
.
そ
の
昔
な

り
つ
る
女
性
正
社
員
全
体
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ヨ
ン
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
幻
嘉
職
業
財

団
が
実
施
し
た
調
査
に
ょ
れ
ば
、
幼
代
や

釦
代
の
在
に
つ
い
て
、
「
宿
渠
、
飲
食

サ
ー
ビ
ス
業
」
「
生
活
関
連
サ
q
ビ
ス
業
、

娯
条
」
な
ど
で
は
出
産
前
は
仕
事
に
対

す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
い
が
、
そ
れ

が
生
か
さ
れ
て
お
ら
ず
、
出
産
後
に
就
業

を
霧
で
き
る
職
場
の
雰
囲
気
が
あ
る
と

回
答
す
る
割
合
が
低
い
と
い
う
。
他
方
、

「
情
報
通
璽
」
や
「
金
融
業
俊
業
」

な
ど
は
出
産
前
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高

い
だ
け
で
な
く
、
出
産
後
も
就
拳
霧

で
き
る
可
種
が
高
い
と
感
じ
る
喜
が

多
い
よ
、
是
(
「
女
性
正
貧
対
象
糧

活
躍
状
況
調
査
結
果
概
ぎ
玲
年
)
。

荏
ル
賃
比
率
が
非
常
に
低
い
泰
か

ら
そ
れ
を
一
定
盃
に
ま
で
引
き
上
げ
て

い
く
過
箔
に
お
い
て
は
、
外
部
人
材
を

、
呈
く
活
用
し
、
国
駅
で
の
撃
に
打

ち
勝
つ
た
め
に
独
立
性
の
あ
る
如
賃
の
知

恵
を
経
営
戦
略
に
取
り
入
れ
て
い
く
や
り

方
も
十
分
に
あ
足
る
。
し
か
し
、
轟

貨
を
ー
に
登
用
し
、
企
業
の
籍

的
な
成
長
や
企
業
価
値
の
向
上
を
図
る
と

い
、
税
点
か
ら
考
え
る
と
、
内
部
霊
の

五
ル
貨
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
に
企
業

が
真
剣
に
向
き
合
う
こ
と
が
重
要
だ
ろ

う
。
業
種
ご
と
に
異
な
る
袈
を
踏
ま
え

つ
つ
、
各
企
業
に
は
人
的
資
本
の
儒
を

高
め
る
中
長
期
的
な
取
り
組
み
が
期
待
さヨ

れ
る
。

昇
進
意
欲
が
低
い
現
実

ま
た
、
実
大
学
大
学
院
戦
略
経
営
研

九
九
科
の
「
ワ
】
ク
・
一
フ
ィ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
、

&
多
様
性
推
進
・
研
究
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
」

が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ょ
る

と
、
勤
続
5
S
9
年
目
に
お
い
て
糧
の

キ
ャ
リ
ア
意
襲
入
社
時
点
よ
1
大
き

女性活躍

(人)
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女性役員比率のトップは保険業
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(出所)内閣府男女共同参画局「右価証券報告害に基づく上場企業の女性役員の
状況」(17年4月~18年3月期決算)「女性役員情熱サイト」より大和柁研作
成。窄価証券報告書はEDnlET掲載の惰報

ロロ'

看平均女性役員数佐目盛り)

◆平均女性役員比率佑目盛り)

3'

取

業

業 品

37 エコノミスト

業種ではらつく奏性役員比一
出産・育児配慮の爽材育蔵を
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